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研究成果の概要（和文）： 

  アメリカのムスリムたちは移民や改宗者という背景をもつマイノリティであることから、そ

のクルアーン解釈も独自の傾向を持つことが明らかとなった。そこでは、男女同権や文化の多

元主義といった西洋的価値観をクルアーンに読みこむことがしばしばなされる。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 American Muslims have a unique tendency in their interpretations of the Qur’an since they are 

minorities in their countries and they have a background as immigrants or converts. Therefore, they 

often read the Qur’an with western value perspectives such as gender equality and multi-culture 

existence. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、以下の 2 つの研究史、特に（１）

の系譜に属すと考えている。 

（１）近現代以降のクルアーン解釈史研究 

従来のクルアーン解釈研究は、Jansen『現

代エジプトのコーラン解釈 The Interpretation 
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of the Koran in Modern Egypt』(1974)や Baljon

『現代ムスリムのコーラン解釈(1880-1960) 

Modern Muslim Koran Interpretation 

(1880-1960)』(1968)のように、中東や南アジ

アという伝統的なイスラーム諸国における

近代的クルアーン解釈を対象としていたが、

その後、移民が急増したこともあり、Farouki

『現代のムスリム知識人とクルアーン

Modern Muslim Intellectuals and the Qur'an』

(2004)がようやく、欧米で生まれた解釈を研

究対象に含めた。本研究は、Farouki2004 で

は個別に論じられているだけの、ワドゥード

などの解釈者たちの相互関係を論じること

で、アメリカのクルアーン解釈の全体像を提

示することを当初の目的とした。 

 

（２）アメリカにおけるイスラーム教徒の研

究 

昨今特に注目されている分野であるが、

NOI（ネイション・オブ･イスラーム）など

のいわゆるブラック系イスラーム集団や、中

東や南アジアからの移民集団、さらには女性

に関する問題に特化した社会学的な研究が

中心であり、著名な思想家が生まれているに

もかかわらず、思想研究は不十分である。 

本研究と関連する研究としては、Webb 編

『信仰の窓：北米におけるムスリム女性の学

者活動家たち Windows of Faith: Muslim 

Women Scholar-Activists in North America』

(2000)などの女性があり、ワドゥードについ

ての言及は比較的見られるが、女性解釈者た

ちによる解釈内容・方法論・思想的背景など

にはまったく触れられていないため、本研究

がこれらの点について論じていきたいと考

えた。 

 

２．研究の目的 

本研究は主に、現在アメリカで活躍する女

性イスラーム教徒（ムスリム）のクルアーン

解釈に焦点を当てるものである。ここでは、

現代アメリカの解釈諸潮流について、以前の

アメリカでの解釈状況をふまえつつ分析し、

さらにそれらの関係性（批判・共感・展開な

ど）を論じる。そして改宗者や移民からなる

アメリカのイスラーム教徒によるクルアー

ン解釈の特徴を明らかにする。 

  そしてこれらを通して、アメリカのイスラ

ーム教徒のなかで、中東などの伝統的イスラ

ーム地域とは異なる特有のクルアーン解釈

が成立しているのか、または単に伝統的解釈

を継承しているだけなのかについて、検討す

る。 

 

３．研究の方法 

本研究は、基本的に文献を用いて行う。こ

れに加え、実際のムスリムの状況を把握する

ために、アメリカを中心に現地調査を実施し、

インタビューを行った。ただしインタビュー

の内容は文献理解の背景としてのみ用いて

いる。 

 

４．研究成果 

本研究は、現在アメリカで活躍する女性イ

スラーム教徒（ムスリム）のクルアーン解釈

に焦点を当てることを目的としたものであ

る。そこでまず、アフリカ系（黒人）のアミ

ーナ･ワドゥードAmina Wadud (1952-) によ

る『クルアーンと女性：女性の視点から聖な

るテクストを再読するQur’an and Woman: 

Rereading the Sacred Text from a Woman’s 

Perspective』(1992,1999)を比較の中心にすえ

た。そしてこの解釈の比較対象として、バル

ラスやバラザンギといったアメリカ在住の

女性のクルアーン解釈者に加え、ビラール・

フィリップスやファリド・イサックといった

アメリカで注目される男性のクルアーン解



 

 

釈者も含めた。 

初年度は女性解釈者たちが、何をクルアー

ン解釈を必要とする問題の場としているの

かを解明することを念頭に、文献の収集・精

読・分析を行った。アメリカに出張し、現地

ムスリムのインタビューや資料収集も行っ

た。 

次年度はさらにアメリカにおけるクルア

ーン解釈の状況の概観を得るため、フィリッ

プスやイサックの文献に注目し始め、資料収

集・精読・分析を行い、女性解釈者たちと比

較した。またロンドン大学SOASで開催され

たThe Qur’an: Text, Society &Culture学会に参

加し、さらにロンドン中心地と郊外のムスリ

ム地区2か所の視察を行った。同時に関連資

料収集も積極的に継続し、文献のみならずウ

ェブ上の情報収集も進みつつある。 

最終年度は、全体の総括として、アメリカ

のクルアーン解釈の領域において、クルアー

ン解釈者の権威が伝統的なものから変化し

ていることを指摘する成果を出すことがで

きた。日本ではオリエント学会（於東海大学）

において「クルアーン解釈者の権威－古典期

から現代への変遷」の発表をし、Orient で 論

文“Contemporary Muslim Intellectuals who 

Publish Tafsīr Works in English: The Authority 

of Interpreters of the Qur’ān”が掲載された。ま

たアメリカとエジプトへの出張も行い、調査

を行った。 
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